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(論文審査の要旨)  
Bachelor of Science in Physics、Master of Science in Physics、Mondal, Soumita君の学位
請求論文は、「Strong Coupling Effects in the BCS-BEC Crossover Regime of a Rare-earth Fermi 













対する強結合理論を構築し、それを用い、open channelと closed channel両準位に対する強結合












磁気フェッシュバッハ共鳴を有する 40Kや 6Liのフェルミ原子ガスの BCS-BECクロスオーバー領域
で議論されてきた擬ギャップ現象が、軌道フェッシュバッハ共鳴を有する 173Ybフェルミ原子ガス
の open channelにも現れることや、closed channelの１粒子状態密度やスペクトル強度の相互作
用依存性が open channelのものとは大きく異なることを明らかにしている。 
第 4章では、第 3章で明らかにされた強結合現象が、観測可能量である光原子分光スペクトルに
どう現れるかを研究している。一様系の場合、および、実験に即して 173Ybフェルミ原子ガスがポ
テンシャルに捕獲されている場合を考え、いずれの場合も、closed channelに対する強結合効果
が負のエネルギー領域に現れるスペクトル強度として観測できるという重要な結果を得ている。 
第 5章では、結論として本研究の成果がまとめられている。 
本研究は、軌道フェッシュバッハ共鳴を有する 173Ybフェルミ原子ガスに対する強結合理論を実
験状況をも加味して構築することに成功しており、その成果は高く評価できる。本研究により、open 
channel、closed channelそれぞれに対する強結合効果が明らかになったことは、当該研究分野の
今後の発展に大いに貢献するものである。また、この系は多バンド超伝導体との類似性が指摘され
ており、本研究で得られた成果は、広く超伝導・超流動現象の理解にも資するものである。よって、
本論文の著者は博士(理学)の学位を受ける資格があるものと認める。 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員で試問を行い、当
該学術に関し広く深い学識を有することを確認した。 
また、語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した。 
 
